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平
成
30
年
度
の
近
畿
病
院
団
体
連
合

会
第
１
回
委
員
会
が
、
７
月
19
日（
木
）

大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
近
畿
各
府
県
病
院
協
会
か
ら
約

70
名
が
参
集
。
京
都
府
病
院
協
会
か
ら

は
、
香
川
会
長
以
下
役
員
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
協
議
事
項
で
は
、「
第
７

次
医
療
計
画
に
基
づ
く
地
域
医
療
構
想

の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会

終
了
後
に
は
、特
別
講
演
と
し
て
、相
澤

孝
夫
氏（
日
本
病
院
会
会
長
）よ
り
「
病

院
の
未
来
を
拓
く
の
は
今
だ
！
〜
チ
ャ

ン
ス
を
捉
え
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
図
る
〜
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
大
阪
ア
プ
ロ
ー
チ
」に
評
価
の
声

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
第
７
次
医
療
計
画
に
基

づ
く
地
域
医
療
構
想
の
推
進
状
況
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
地
域
で
は

地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
向
け
た
議
論

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

の
府
県
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
議
論

に
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
特
に
、
病

床
機
能
の
転
換
は
ど
こ
の
府
県
に
お
い

て
も
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。京
都
府
に
お
い
て
も
同
様
で
、

二
次
医
療
圏
ご
と
に
調
整
会
議
が
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
踏
み
込
ん
だ
議

論
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

協
議
の
冒
頭
、
大
阪
府
よ
り
「
大
阪

ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
称
す
る
独
自
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
で

は
全
国
と
比
較
し
て
民
間
病
院
の
割
合

が
多
く（
民
間
病
院
が
９
割
を
占
め

る
）、
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を
推

進
す
る
に
は
「
公
民
一
体
」
で
取
り
組

む
こ
と
が
鍵
と
な
る
と
し
た
う
え
で
、

構
想
推
進
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、

医
療
実
態
を
可
視
化
し
、
全
て
の
医
療

機
関
の
参
画
に
よ
る
協
議
の
場
を
設
定

す
る
こ
と
で
、
高
い
納
得
性
の
も
と
、

医
療
機
関
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ

れ
、
各
府
県
か
ら
は
こ
の
「
大
阪
ア
プ

ロ
ー
チ
」を
評
価
す
る
声
が
出
ま
し
た
。

急
性
期
病
棟
を「
重
症
急
性
期
病
棟
」

と「
地
域
急
性
期
病
棟
」に
分
類

　

現
在
の
病
床
機
能
報
告
制
度
で
は
制

度
上
の
限
界
か
ら
、
病
床
４
機
能
の

デ
ー
タ
の
み
で
は
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
う
え
で
、

大
阪
府
で
は
「
奈
良
県
方
式
」
を
参
考

に
、
病
棟
ご
と
の
診
療
実
態
を
よ
り
精

緻
に
分
析
、
特
に
、
急
性
期
治
療
に
関

す
る
項
目
の
診
療
実
態
に
つ
い
て
、
特

定
入
院
料
・
入
院
基
本
料
単
位
で
治
療

実
施（
手
術
・
救
急
医
療
・
化
学
療
法
・

呼
吸
心
拍
監
視
の
実
施
状
況
）ご
と
に

分
析
し
、
徹
底
し
た
見
え
る
化
を
図
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
急
性
期
病
棟

を
「（
重
症
）急
性
期
病
棟
」
と
「
地
域

急
性
期
病
棟（
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
・
ポ

ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
）」
に
分
類
。
こ
れ

を
平
成
29
年
度
病
床
機
能
報
告
に
あ
て

は
め
る
と
「
11
・
３
％
」
が
「
地
域
急
性

期
病
棟
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

２
０
２
５
年
の
病
床
数
の
必
要
量
は

30
・
９
％
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
試
算
に
よ
れ
ば
「
地
域
急
性
期

＋
回
復
期
」
で
21
・
５
％
と
な
り
、
回

復
期
機
能
を
担
う
病
床
数
確
保
の
「
割

合
の
差
」は
当
初
よ
り
大
幅
に
減
少
し
、

府
全
体
で
約
10
％（
約
８
，４
０
０
床
）の

回
復
期
機
能
へ
の
転
換
で
２
０
２
５
年

の
必
要
量
を
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
大
阪
ア
プ
ロ
ー

チ
」
の
も
う
一
つ
の
特
徴
が
「
協
議
の

進
め
方
」
で
、
病
床
機
能
報
告
対
象
病

院
が
参
加
す
る
「
病
院
連
絡
会
」
を
新

た
に
設
置
し
、
全
て
の
関
係
医
療
機
関

が
参
画
・
協
議
し
、
構
想
区
域
の
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
を
取
り
ま
と
め
、そ
れ
を

踏
ま
え
て
自
院
の
目
指
す
方
向
を
決
定

す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
京
都

私
立
病
院
協
会
よ
り
府
内
で
の
調
整
会

議
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
の
人
口
動
態
や
疾
病
構
造

の
実
態
に
あ
わ
せ
て
各
圏
域
で
の
議
論

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

第
７
次
医
療
計
画
に
基
づ
く

地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
議
論

第
７
次
医
療
計
画
に
基
づ
く

地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
議
論

近
畿
病
院
団
体
連
合
会  

第
１
回
委
員
会

近
畿
病
院
団
体
連
合
会  

第
１
回
委
員
会

　京都府病院協会では、平成31年の新春
講演会・懇親会を以下のとおり開催いたし
ます。今回は同志社大学：総長・理事長の
八田英二氏を講師にお招きします。会員
病院の先生方ならびに事務部長の皆様に
おかれましては、是非、ご参加いただきます
ようご案内申し上げます。

平成31年
「新春講演会・懇親会」の

ご案内

平成31年1月8日（火） 午後5時
と　き

ホテル日航プリンセス京都
ところ

八田 英二 氏
同志社大学　総長・理事長

「第四次産業革命と日本経済」
講　演
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平
成
30
年
７
月
31
日
、「
京
都
市
域

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
が
開
催
さ

れ
、
本
会
か
ら
森
本
副
会
長
、
杉
山
理

事
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
京
都

市
域
に
お
け
る
調
整
会
議
は
他
の
医
療

圏
と
比
べ
て
協
議
が
遅
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
、
約
１
年
ぶ
り
に
協
議
が
再

開
さ
れ
、
京
都
市
域
に
お
け
る
調
整
会

議
の
進
め
方
や
病
床
機
能
報
告
に
係
る

機
能
区
分
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
市
域
に
お
い
て
は
他
の
医
療
圏

と
違
い
、
対
象
と
な
る
施
設
が
多
く
、

全
病
院
等
が
一
堂
に
会
し
て
協
議
す
る

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
今
回
、
京
都
市

内
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て（
下
表
）、

全
病
院
、
医
療
関
係
団
体
等
が
参
加
す

る
組
織
を
立
ち
上
げ
議
論
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
け
る
構
成
団

体
は
病
院（
精
神
科
単
科
病
院
、
大
学

病
院
は
除
く
）、
医
療
関
係
団
体（
医

師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
）、

介
護
関
係
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
参
画
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
で
は
、
疾
病
別
医
療
需
要
の
実

情
を
踏
ま
え
た
病
院
機
能
、在
宅
医
療
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て

協
議
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。

京
都
市
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

京
都
市
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

京
都
市
域
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て

議
論
を
開
始

平
成
30
年
度

定
時
総
会
を
開
催

平
成
30
年
度

定
時
総
会
を
開
催

平成29年度 定時総会議案
第１号議案

平成29年度一般社団法人京都府病院協会事業報告に関し承認を求める件
第２号議案

平成29年度一般社団法人京都府病院協会決算に関し承認を求める件
第３号議案

平成30年度一般社団法人京都府病院協会通常会費の徴収に関し承認を求める件

丹　後 1回

2回

2回

1回

3回

2回

2回

2回

2回

2回

1回

1回

2回

2回

2回

2回

3回

1回

0回

2回

2回

5回

6回

7回

3回

4回

6回

6回

中　丹

南　丹

京都・乙訓

京都市域

乙訓地域

山城北

Ａ 821,0496421,2992,6165,688

他慢性回復急性高度計

病床機能報告（平成28年7月）

28345,022人北・上京・左京

区域 病院数人 口行 政 区

Ｂ 09232351,0494172,62417347,748人右京・西京

Ｃ 1289854762,1121,0434,65428316,775人中京・下京・南・東山

Ｄ 03,2713241,6885995,88224409,929人山科・伏見

山城南

京都府における
地域医療構想調整会議の開催状況

京都市域の4ブロック（案）

H27年度 H28年度 H29年度 合 計
（開催回数）

【一般社団法人京都私立病院協会　作成資料を参考に作成】

【平成30年7月31日　京都市域地域医療構想調整会議　提出資料を参考に作成】

　

平
成
30
年
度
の
定
時
総
会
を
、
６
月

５
日（
火
）ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京

都
に
て
開
催
、
当
日
は
会
員
病
院
よ
り

34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
総
会

で
は
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
、
平
成
30
年
度
通

常
会
費
に
つ
い
て
議
案
を
上
程
し
、
い

ず
れ
の
議
案
も
賛
成
多
数
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
30
年
度
の
通
常
会
費

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、「
１
病
院

５
０
，０
０
０
円
」（
昨
年
と
同
額
）と

す
る
こ
と
を
提
案
し
、
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て
も
議
長

な
ら
び
に
会
計
担
当
理
事
よ
り
主
旨
説

明
し
、
倉
澤
卓
也
監
事
に
よ
る
会
計
監

査
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
に
入
り
、
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
、

採
択
さ
れ
た
議
案
は
下
記
の
と
お
り
。

◆
平
成
30
年
度
通
常
会
費
を
承
認
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７
月
９
日
、
厚
生
労
働
省
「
医
師
の

働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お

い
て
、
病
院
団
体
や
若
手
医
師
ら
で
構

成
し
た
「
医
師
の
働
き
方
検
討
会
議
」

（
日
本
医
師
会
主
導
）が
ま
と
め
た
「
意

見
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書

で
は
、
医
師
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る

に
当
た
り
「
地
域
医
療
の
継
続
性
」
と

「
医
師
の
健
康
へ
の
配
慮
」
の
両
立
を

原
則
と
す
る
考
え
方
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
９
月
末
ま
で
に
様
々
な

論
点
の
議
論
を
深
め
、
10
月
以
降
に
目

指
す
べ
き
働
き
方
改
革
の
方
向
性
と
実

現
へ
の
施
策
や
制
度
の
あ
り
方
が
検
討

さ
れ
る
予
定
で
す
。
意
見
書
の
内
容
は

表
の
と
お
り
で
す
。

「
中
間
的
な
働
き
方
」
に
対
応
し
た

「
宿
日
直
」
の
創
設
を
提
案

　

宿
日
直
に
つ
い
て
は
、
通
常
業
務
が

ほ
と
ん
ど
な
い
「
許
可
を
受
け
た
宿
日

直
」
と
「
通
常
業
務
と
同
じ
宿
日
直
」

の
間
に
「
中
間
的
な
働
き
方
に
対
応
す

る
制
度（
中
間
業
務
の
宿
日
直
）」
の
新

制
度
創
設
を
提
案
し
、
患
者
対
応
を
優

先
で
き
る
制
度
に
変
更
す
べ
き
だ
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
、
意
見
書
で

示
さ
れ
た
「
宿
日
直
の
方
向
性
」
で
は

厚
労
省
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
の

上
、
労
働
が
全
拘
束
時
間
に
占
め
る
割

合
に
応
じ
て
勤
務
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
し
、
割
増
賃
金
を
支
払
う
ル
ー
ル
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。

長
時
間
労
働
是
正
に
向
け
、

医
師
特
別
条
項
の「
特
例
」設
定
を

提
案

　

時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い
て
は
、

日
本
医
師
会
が
提
唱
し
た
「
医
師
の
特

別
条
項
の『
特
例
』」
と
い
う
医
師
独
自

の
制
度
に
つ
い
て
「
妥
当
」
と
の
見
解

を
示
し
ま
し
た
。
長
時
間
労
働
の
歯
止

め
と
し
て
「
医
師
の
特
別
条
項
」
と
と

も
に
特
別
条
項
で
対
応
が
困
難
な
場

合
の
「
医
師
の
特
別
条
項
の『
特
例
』」

と
い
う
医
師
独
自
の
制
度
の
創
設
を

提
唱
し
て
い
ま
す
が
、
時
間
の
目
安

に
つ
い
て
は
精
神
障
害
の
労
災
認
定

基
準
や
海
外
で
の
事
例
を
参
考
に
今
後

の
検
討
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

意
見
書
で
は
「
特
例
」
に
つ
い
て
、
上

限
設
定
を
高
く
し
た
場
合
「
地
域
医
療

へ
の
影
響
は
少
な
く
な
る
一
方
、
長

時
間
労
働
の
是
正
へ
の
努
力
が
医
療

界
全
体
と
し
て
進
ま
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
低
す
ぎ

る
と
対
応
で
き
な
い
地
域
や
医
療
機

関
が
出
て
く
る
と
し
、
上
限
設
定
は

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。

応
召
義
務
は
今
後
の
議
論

　

そ
の
他
、
論
点
と
な
っ
て
い
る
「
応

召
義
務
の
取
り
扱
い
」
に
つ
い
て
は
、

意
見
書
で
は
部
分
的
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
章
立
て
は
さ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
。
医
師
の
特
殊
性
と
い
う
観
点
で
の

検
討
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
議
論
に

お
い
て
、
何
ら
か
の
方
向
性
が
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

研
鑽
を
妨
げ
ず
健
康
に
も

　
　
　

配
慮
し
た
制
度
の
検
討
へ

　
「
医
師
の
自
己
研
鑽
」
に
つ
い
て
は
、

「
明
ら
か
な
労
働
」
と
「
純
粋
な
自
己
研

鑽
」
と
明
確
化
し
た
う
え
で
「
労
働
・

自
己
研
鑽
の
二
面
性
の
あ
る
活
動
」
に

つ
い
て
、
研
鑽
を
妨
げ
ず
健
康
に
も
配

慮
し
た
制
度
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
の
理
解
促
進
へ
予
算
措
置
も

　

医
師
の
働
き
方
改
革
に
対
す
る
国
民

の
理
解
を
促
進
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
構
成
員
よ
り
「
ど
れ
だ
け
良
い

も
の
を
作
っ
て
も
国
民
の
理
解
が
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
し
て
、
今
後
も

幅
広
い
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
の

指
摘
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
厚
労
省
で
は

関
係
団
体
へ
の
働
き
掛
け
と
と
も
に
国

民
全
体
を
対
象
と
し
た
意
識
醸
成
を
効

果
的
に
行
う
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
予

算
措
置
も
含
め
て
検
討
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
厚
労
省
は
、
医
師
の
負
担
軽

減
策
と
し
て
、
診
断
書
な
ど
の
様
式
を

統
一
化
・
簡
素
化
す
る
方
針
も
打
ち
出

し
ま
し
た
。
構
成
員
か
ら
は
「
時
間
的

な
負
担
だ
け
で
な
く
、
医
師
の
ス
ト
レ

ス
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
の
指
摘
も
あ

り
「
非
常
に
大
き
い
こ
と
」
と
評
価
し

ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
「
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
」で
医
療
関
係
団
体
が
説
明

医
師
の
働
き
方
改
革
で「
意
見
書
」

T
opics
T
opics

１
．
医
師
と
医
療
の
特
殊
性

２
．
医
師
の
健
康
確
保
対
策　

３
．
医
師
の
自
己
研
鑽

４
．
医
師
の
宿
日
直

５
．
院
外
オ
ン
コ
ー
ル
待
機

６
．
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
の
仕
組
み

７
．
医
師
に
お
け
る
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制

８
．
研
修
医
等
に
つ
い
て

９
．
第
三
者
機
関
の
設
置

10
．
女
性
医
師
支
援

11
．
地
域
住
民
に
お
け
る
医
療
へ
の
理
解

12
．
労
働
関
連
法
令
の
幅
広
い
見
直
し
・
医
事
法
性
と
の
整
合
性

13
．
今
後
の
進
め
方

『
意
見
書
』の
項
目
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　「医療法及び医師法の一部を改正する法律」 が平成30年7月25日に公布されました。本改正は、地域間の
医師偏在の解消等を通じ、地域における医療提供体制を確保するため、都道府県の医療計画における医師の
確保に関する事項の策定、臨床研修病院の指定権限及び研修医定員の決定権限の都道府県への移譲等の措置を
講じるものです。改正内容のうち、公布日に施行されたものは以下のとおりです。

　なお、上記の公布日施行以外の改正として、医師少数区域等で勤務した医師を厚生労働大臣が認定する
制度の創設（2020年4月1日施行）や、都道府県における医師確保計画の策定（2019年4月1日施行）、都道府県
知事から大学に対する地域枠・地元出身者枠の創設・増加の要請（2019年4月1日施行）、臨床研修病院の指定
権限の都道府県への移譲（2020年4月1日施行）、外来医療にかかる医療提供体制の確保についての協議の場の
設置（2019年4月1日施行）等があります。
　今後、関連する省令改正や詳細についての協議が行われる見込みで、今回の改正は、医師の偏在解消に
向けた第一歩となります。特に地域医療対策協議会が果たす役割は重要であり、京都府病院協会としても
積極的に意見具申を行っていく予定です。

　地域医療構想の達成を図るため、病院（診療所も準用）の開設又は増床の許可申請があった場合、当該構想
区域における既存の病床数が既に将来の病床の必要量に達しているか、当該申請に係る医療機関の開設等に
よってこれを超えると認める場合には、必要な手続きを経た上で、都道府県知事が許可を与えないこと（公的
医療機関等の場合。民間医療機関の場合は勧告）ができることとし、勧告に従わずに開設等を行った民間医療
機関の病床については、厚生労働大臣が保険医療機関の指定をしないことができるとするものです。

1地域医療構想に係る都道府県知事の権限追加に関する事項

　今回の医療法改正により、都道府県は二次医療圏ごとに医師の確保数の目標・対策を含む 「医師確保計画」 を
策定すること（2019年4月1日施行）となりますが、地域医療対策協議会は、「医師確保計画」 の実施に必要な
事項について協議を行うものとして役割が明確化されました。これに伴い、既存の構成員の必要性を精査し、
極力人数を絞るよう見直しを行うこと、また地域医療対策協議会以外の医師確保に関する会議体は、速やかに
地域医療対策協議会に一本化するよう求めています。今後は、地域医療対策協議会において、地域枠を中心
とした 「キャリア形成プログラム」 の適用を受ける医師の派遣調整を行うことになります。また、医師少数
区域等に派遣される医師の勤務環境の改善の重要性等については特に留意することとされ、地域医療支援
センターと医療勤務環境改善支援センターの連携についても規定されています。

3地域医療対策協議会の強化等に関する事項

　今回の医師法改正により、厚生労働大臣は、医師の研修機会確保のために特に必要があると認めるときは、
研修を実施する日本専門医機構等に対し、研修の実施に関して必要な措置の実施を要請できることとされま
した。また、日本専門医機構等は、医師の研修に関する計画が医療提供体制に重大な影響を与える場合には、
あらかじめ厚生労働大臣の意見を聴かなければならないこととされました（その際、厚生労働大臣はあらかじめ
関係都道府県知事の意見を聴かなければならないとされています）。

4専門医研修関係の見直しについて

　医師が不足している地域内で開設する診療所、あるいは介護老人保健施設等に開設する診療所など、複数の
医療機関の管理が可能である場合の要件について、法律において明確化したものです。

2複数の医療機関の管理に関する事項

「医療法及び医師法の一部を改正する法律」の公布
及び  一部の施行等について

「医療法及び医師法の一部を改正する法律」の公布
及び  一部の施行等について
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